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第　 1　問

tを実数の定数として，関数 f(x) = (x2 − 3x+ 2)(x− t)を考える。いま f ′(x) = 0の
2個の解を α，β (α < β)と書くことにすれば，これらは tの関数とみなすことができる。
tの関数 t− α + t− β の 1 ≦ t ≦ 3の範囲における最大値および最小値を求めよ。
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第　 2　問

xy 平面上に，海を隔てて 2国 A，Bがある。Aの領土は不等式 x2 + (y − 7)2 ≦ 4 で
表される領域であり，Bの領土は不等式 y ≦ 0で表される領域であるという。
いま Aの領海を次の 3条件 (1)，(2)，(3)を満たす点 P全体の集合と定める。

(1) Pは A，Bいずれの領土にも含まれない。

(2) Pと Aの領土との間の最短距離は 4より小さい。

(3) Pと Aの領土との間の最短距離は，Pと Bの領土との間の最短距離より小さい。

Aの領海の面積を求めよ。
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第　 3　問

空間内の点の集合 { (x, y, z) | 0 ≦ y, 0 ≦ z} に含まれ，原点 Oにおいて x軸に接し，
xy 平面と 45◦ の傾きをなす，半径 1の円板 C がある。座標が (

0, 0, 2
√
2
)の位置にあ

る点光源 Pにより，xy 平面上に投ぜられた円板 C の影を S とする。

i) S の輪郭を表す xy 平面上の曲線の方程式を求めよ。

ii) 円板 C と影 S の間にはさまれ，光の届かない部分の作る立体の体積を求めよ。
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第　 4　問

各世代ごとに，各個体が，他の個体とは独立に，確率 pで 1個，確率 1− pで 2個の新
しい個体を次の世代に残し，それ自身は消滅する細胞がある。いま，第 0 世代に 1 個で
あった細胞が，第 n世代にm個となる確率を，Pn(m)とかくことにしよう。
nを自然数とするとき，Pn(1)，Pn(2)，Pn(3)を求めよ。
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